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(57)【要約】
【課題】少ない給電用端子で複数系統の発光素子を制御
することができる直管形ランプおよび照明装置を提供す
る。
【解決手段】直管形ランプ13は、少なくとも一部に透光
性を有する直管形のカバー20と、カバー20の一端および
他端に取り付けられた一対の口金22と、前記カバー20の
一端に取り付けられた前記口金22に設けられた一対の端
子32と、カバー20内に配置され、第１の発光素子27aお
よび第１の発光素子27aとは異なる系統の点灯電力で点
灯制御される第２の発光素子27bを有する発光ユニット2
1と、前記第１の発光素子27aおよび前記第２の発光素子
27bへそれぞれ異なる系統の点灯電力を供給可能に構成
した切替部23cと、前記一対の端子から供給された電力
に重畳された制御信号を受信するとともに、受信した制
御信号に基づいて前記切替部23cを制御する信号処理部2
3bとを具備した制御部23とを有する。
【選択図】図１



(2) JP 2014-192003 A 2014.10.6

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一部に透光性を有する直管形のカバーと；
　カバーの一端および他端に取り付けられた一対の口金と；
　前記カバーの一端に取り付けられた前記口金に設けられた一対の端子と；
　カバー内に配置され、第１の発光素子および第１の発光素子とは異なる系統の点灯電力
で点灯制御される第２の発光素子を有する発光ユニットと；
　前記第１の発光素子および前記第２の発光素子へそれぞれ異なる系統の点灯電力を供給
可能に構成した切替部と、前記一対の端子から供給された電力に重畳された制御信号を受
信するとともに、受信した制御信号に基づいて前記切替部を制御する信号処理部と、を具
備した制御部と；
　を具備していることを特徴とする直管形ランプ。
【請求項２】
　前記第１の発光素子と前記第２の発光素子とは異なる光色を放射するものであって、前
記制御部は前記切替部を制御することで、発光色を可変制御することを特徴とする請求項
１または２に記載の直管形ランプ。
【請求項３】
　前記制御部は、供給された電力に制御信号が重畳されていない場合には、初期状態また
は前回制御状態で前記切替部を制御することを特徴とする請求項１に記載の直管形ランプ
。
【請求項４】
　前記発光ユニットは、第１の発光素子で構成される第１の発光回路と、第２の発光素子
で構成される第２の発光回路と、第１の発光素子または第２の発光素子が消灯中に受信し
た光によって第１の発光回路または第２の発光回路に発生する電流を検出する検出部とを
有し、前記制御部は、前記検出部によって検出した電流に基づいて第１の発光素子または
第２の発光素子を制御することを特徴とする請求項１ないし３のいずれか一に記載の直管
形ランプ。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれか一に記載の直管形ランプと；
　直管形ランプの両端の各口金をそれぞれ装着する一対のソケットと；
　商用電源に制御信号を重畳し、前記ソケットから直管形ランプの制御部に電力を供給す
る制御装置と；
　を具備していることを特徴とする照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、発光素子を用いた直管形ランプ、およびこの直管形ランプを用い
た照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、日本電球工業会規格ＪＥＬ８０１「Ｌ形口金付直管形ＬＥＤシステム」に準拠し
た直管形ランプがある。この直管形ランプは、直管形のカバー内に複数の発光素子を有す
る発光ユニットが収容され、カバーの両端に口金がそれぞれ取り付けられている。一端の
口金には、発光ユニットに接続されたＬ形の一対のランプピンが突設されている。そして
、一対のランプピンを通じて発光ユニットに直流電力を供給することにより、複数の発光
素子が光を発生し、この光がカバーを透過して照明空間に放射されるように構成されてい
る。
　直管形ランプ内に複数系統のＬＥＤを配設しこれを制御する場合、例えば、複数の光色
を切り替える場合には、少なくとも給電用に３端子以上が必要であった。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－８４３２３号公報
【特許文献２】特開２０１１－４４３１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の直管形ランプにおいては、給電用の端子で複数系統の発光素子を制御する場合に
は３端子以上が必要であった。
　本発明が解決しようとする課題は、少ない給電用端子で複数系統の発光素子を制御する
ことができる直管形ランプおよび照明装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　実施形態の直管形ランプは、少なくとも一部に透光性を有する直管形のカバーと、カバ
ーの一端および他端に取り付けられた一対の口金と、前記カバーの一端に取り付けられた
前記口金に設けられた一対の端子と、カバー内に配置され、第１の発光素子および第１の
発光素子とは異なる系統の点灯電力で点灯制御される第２の発光素子を有する発光ユニッ
トと、前記第１の発光素子および前記第２の発光素子へそれぞれ異なる系統の点灯電力を
供給可能に構成した切替部と、前記一対の端子から供給された電力に重畳された制御信号
を受信するとともに、受信した制御信号に基づいて前記切替部を制御する信号処理部と、
を具備した制御部と、を具備している。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、複数系統の発光素子を少ない給電端子で制御することが期待できる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】第１の実施形態を示す直管形ランプの内部構造を示す正面図である。
【図２】同上直管形ランプの斜視図である。
【図３】同上直管形ランプの制御を説明する回路図である。
【図４】同上直管形ランプの制御部を示すブロック図である。
【図５】同上直管形ランプを用いた照明装置の斜視図である。
【図６】同上直管形ランプの光束を一定として第１の発光素子と第２の発光素子との調光
比を変化させた場合の第１の色温度の光と第２の色温度の光の光出力との関係を示すグラ
フである。
【図７】同上直管形ランプの第１の発光素子と第２の発光素子との調光比を変化させた場
合の第１の色温度の光と第２の色温度の光の光出力と合成光の光出力との関係を示すグラ
フである。
【図８】同上直管形ランプの制御部の処理を示すフローチャート図である。
【図９】第２の実施形態を示す発光ユニットの回路図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、第１の実施形態を、図１ないし図８を参照して説明する。
【０００９】
　図５において、照明装置11は、例えば２灯用の埋込形照明器具である。照明装置11は、
長手状の器具本体12、この器具本体内に配置される直管形ランプ13、および器具本体12の
両端に対向配置されて直管形ランプ13の両端が装着されるソケットとしての第１のソケッ
ト14aおよび第２のソケット14b、直管形ランプ13に所望の電力および制御信号を供給する
制御装置15などを備えている。
【００１０】
　次に、図１および図２に示すように、直管形ランプ13は、直管形で円筒状のカバー20、



(4) JP 2014-192003 A 2014.10.6

10

20

30

40

50

このカバー20内に収容された発光ユニット21、およびカバー20の一端および他端にそれぞ
れ配設された一対の口金としての第１の口金22aおよび第２の口金22bを備えている。
　カバー20は、少なくとも光照射方向に透光性を有するとともに、複数の光色の光の混色
が良好となるように光拡散性を有する。
【００１１】
　発光ユニット21は、カバー20の長手方向に沿って長尺な基板25を有し、この基板25の一
主面である実装面上に異なる系統の点灯電力が供給される第１の発光回路26aと第２の発
光回路26bとが形成されている。
【００１２】
　第１の発光回路26aは、基板25の実装面にその基板25の長手方向に沿って所定の間隔を
置いて実装された第１の色温度の光を発光する複数の第１の発光素子27a、および基板25
の実装面に形成されていて複数の第１の発光素子27aを直列に接続する第１の配線部28aを
有している。
【００１３】
　第２の発光回路26bは、基板25の実装面にその基板25の長手方向に沿って所定の間隔を
置いて実装された第１の色温度とは異なる第２の色温度の光を発光する複数の第２の発光
素子27b、および基板25の実装面に形成されていて複数の第２の発光素子27bを直列に接続
する第２の配線部28bを有している。例えば、第２の色温度は、第１の色温度より高く、
あるいは第１の色温度より低い。つまり、複数の第１の発光素子27aと複数の第２の発光
素子27bとはそれぞれ全体として異なる光色を放射するように構成されており、例えば互
いに異なる色温度の光を放射するように構成されている。
また、第１の配線部28aおよび第２の配線部28bは、低圧側が共通の配線である第３の配線
部28cによって制御部23に接続されている。
【００１４】
　発光素子27a，27bには、例えばＬＥＤ素子やＥＬ素子などが含まれる。ＬＥＤ素子の場
合には、例えば、表面実装形のＳＭＤ（Surface Mount Device）パッケージが用いられる
。本実施形態では、基板25の短手方向の中央域に基板25の長手方向に沿って第１の発光素
子27aと第２の発光素子27bとが１個ずつ交互に１列状態で配列され、基板25の短手方向の
一側に第１の配線部28aが配設され、他側に第２の配線部28bが配設されている。また、第
２の配線部28ｂよりも基板25の短手方向の他側には第３の配線部28cが配設されている。
【００１５】
　また、口金22aの端面には一対の端子としての一対のランプピン32が突出され、口金22b
の端面には1本のランプピン35が突設されている。一対のランプピン32は、断面四角形状
の平金属板にて形成されており、直管形ランプ13の長手方向に沿って突出する脚部33、お
よびこれら脚部33の先端から他方の脚部33に対して互いに離れるように外側方向に向けて
突出する屈曲部34を有するＬ形に折曲形成されている。
【００１６】
　なお、直管形ランプ13は、口金22aに一対のランプピン32が平行に突設されており、こ
れら一対のランプピン32が並ぶ方向に平行な面と発光ユニット21の基板25とが平行になる
ように設けられている。
【００１７】
　なお、ソケット14a，14bは、直管形ランプ13の口金22a，22bをそれぞれ装着して、機械
的に保持するとともに、ソケット14aと口金22aとが電気的に接続するように構成されてい
る。
　次に、図３に示すように、直管形ランプ13の制御装置15は、信号変調部40、出力回路41
を備えている。
【００１８】
　信号変調部40は、入力された交流電源Ｅに制御信号を重畳し、出力回路41から制御用電
力を出力する。ここで、制御用電力とは交流電圧に制御信号が重畳されたものであるであ
るが、点灯用の電力に制御信号が重畳されたものであれば直流電圧であってもよい。
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【００１９】
　照明器具の外部または内部に配設された照明器具制御部50から制御指示を受けると、信
号変調部40は交流電源に制御指示に基づいて制御信号を重畳して出力回路41から出力する
。なお、出力回路41へ制御信号を重畳した直流電圧を出力するように構成してもよい。
　出力回路41は、第１のソケット14aを通じて第１の口金22aの一対のランプピン32に電気
的に接続される。
【００２０】
　図４に示すように、制御部23は、電源部23a、信号処理部23b、切替部23cを有するとと
もに、一対のランプピン32からの制御電力が入力される一対の入力端子24a、切替部23cか
ら出力される２系統の電力を出力するための第１の出力端子24b、信号処理部23bに接続さ
れる第２の出力端子24cとを具備している。電源部23aは、信号処理部23bおよび切替部23c
に電力を供給する。信号処理部23bは、一対の入力端子24aから入力された制御電力に並列
に接続されて、制御電力に重畳された制御信号を読み出すとともに、切替部23cへ点灯電
力を供給するとともに、制御信号の内容に応じて切替部23cを制御する。具体的には、信
号処理部23bは、切替部23cを制御することで切替部23ｃの２系統の出力のうちどちらから
点灯電力を出力するかを切り替える。なお、切替部23cは３系統以上の出力端子を具備し
ていてもよい。
　次に、制御部23の作用について説明する。
【００２１】
　まず、制御装置15に対して商用電源Ｅおよび照明器具制御部50からの制御指示が入力さ
れる。照明器具制御部50からの制御指示は、例えば、色温度を切り替える旨の指示や出力
の変更あるいは色温度等の光色の指示である。
【００２２】
　制御装置15は、制御指示に基づいて出力回路41から制御電力を出力する。制御装置15の
出力回路41から第１のソケット14aおよび第１の口金22aを通じて直管形ランプ13に供給さ
れた制御電力は、一対の入力部24aへ入力される。信号処理部23bは切替部23cへ点灯電力
を供給するとともに、制御電力に制御信号が重畳されている場合には、制御信号の内容に
応じて切替部23cを制御する。例えば、単に切替部23cの出力系統を切り替えるような制御
指示であった場合には、切替部23cに対して、現在の設定を変更し、異なる出力系統から
点灯電力を出力するようにしてもよいし、色温度を高くあるいは低くするという制御指示
であればこれに応じて切替部23cを制御する。さらに、所望の色温度に制御する場合には
切替部23cを所定の周波数で出力系統を切り替えることで第１の発光素子27aが発生する第
１の色温度の光と第２の発光素子27bが発生する第２の色温度の光とを混色制御するよう
にしてもよい。
【００２３】
　一方で、制御電力に制御信号が重畳されていない場合には、初期設定として切替部23c
のいずれか一方から点灯電力を出力するように、例えば、第１の発光回路26aへ点灯電力
を供給するように切替部23ｃを制御する。なお、切替部23cは信号処理部23bからの指示が
なければ初期設定としてどちらか一方の系統へ、例えば、第１の発光回路26aへ点灯電力
を出力しても良いし、前回の制御状態を維持するようにしてもよい。このように、第１の
発光回路26aまたは第２の発光回路26bに点灯電力を供給することにより、第１の発光回路
26aに直列に接続されている複数の第１の発光素子27a、または第２の発光回路26bに直列
に接続されている複数の第２の発光素子27bが点灯する。これら第１または第２の発光素
子27a、27bが発生する色温度の光がカバー20を透過して照明空間に放射される。
【００２４】
　さらに、信号処理部23bは切替部23cを所定の周波数で切り替えることによって可変色制
御することができるが、一対の第１の出力部から同時に点灯電力を出力させるようにして
もよい。このように、第１の発光素子27aおよび第２の発光素子27bの両方が点灯した状態
または所定の周波数で切替制御した場合では、第１の発光素子27aが発生する第１の色温
度の光と第２の発光素子27bが発生する第２の色温度の光とが混色された光がカバー20を
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透過して照明空間に放射される。このとき、基板25の短手方向の中央域に基板25の長手方
向に沿って第１の発光素子27aと第２の発光素子27bとが１個ずつ交互に１列状態で配列さ
れているため、第１の色温度の光と第２の色温度の光との混色が良好に行われる。さらに
混色が良好に行われるように、カバー20に十分な光拡散性を持たせてもよい。
【００２５】
　また、照明器具制御部50によって、第１の発光回路26aに供給する電力および第２の発
光回路26bに供給する電力を変化させて、第１の発光素子27aおよび第２の発光素子27bの
光出力を変化させてもよい。
【００２６】
　図６には、直管形ランプ13の光束を一定として第１の発光素子27aと第２の発光素子27b
との調光比を変化させた場合の第１の色温度の光Ａと第２の色温度の光Ｂの光出力との関
係を示すグラフである。第１の発光素子27aからの光出力を高く、第２の発光素子27bから
の光出力を低くすることにより、直管形ランプ13の色温度を第１の色温度の光Ａを多く含
む色温度に変化させることができる。一方、第１の発光素子27aからの光出力を低く、第
２の発光素子27bからの光出力を高くすることにより、直管形ランプ13の色温度を第２の
色温度の光Ｂを多く含む色温度に変化させることができる。
【００２７】
　さらに、図７に示すように、直管形ランプ13の第１の発光素子27aと第２の発光素子27b
との調光比を変化させた場合の第１の色温度の光Ａと第２の色温度の光Ｂの光出力と合成
光Ｃの光出力との関係を示すグラフである。例えば、第１の発光素子27aからの光出力を
一定のまま、第２の発光素子27bからの光出力を変化させたり、あるいは、第２の発光素
子27bからの光出力を一定のまま、第１の発光素子27aからの光出力を変化させることによ
り、直管形ランプ13の色温度を第１の色温度の光Ａまたは第２の色温度の光Ｂを多く含む
ように変化させることができるとともに合成光Ｃの光出力も変化させることができる。
【００２８】
　このように、直管形ランプ13では、２本のランプピン32を用いて、複数の系統の発光回
路を制御することができ、１本の直管形ランプ13から放射する光の色温度を容易に切り替
えることができる。
　また、直管形ランプ13から放射する光の色温度を任意に変化させることができる。
　次に制御部23の動作について図８のフローチャートを用いて説明する。
【００２９】
　まず、電力が供給されると電源部23aが信号処理部23bを起動し、処理がスタートする。
ステップ１の処理で、制御電力に制御信号が含まれるか否かを判定する。制御信号が含ま
れない場合は、ステップＳ２へ移行し、初期設定状態あるいは前回制御状態で切替部23c
を制御し、処理を終了する。
【００３０】
　一方、ステップＳ１の処理で、制御電力に制御信号が含まれる場合、ステップＳ３へ移
行する。ステップＳ３では、制御電力から制御信号を読み出し制御信号に従って切替部23
cを制御し処理を終了する。
【００３１】
　次に、第２の実施形態について図９を用いて説明する。その他の構成については第１の
実施形態と同様であるため、各構成要素については同一符号を用いて説明し、詳細な説明
は省略する。
【００３２】
　第２の実施形態は、第１の発光素子27aおよび第２の発光素子27bが、消灯中の一方が点
灯中の他方の発光素子の光出力を検出することができるセンサとして構成されている。
【００３３】
　図９に示すように、第１の発光素子27aおよび第２の発光素子27bは長手方向に互い違い
になるように隣接して実装されている。また、第１の発光回路26aおよび第２の発光回路2
6bにそれぞれ複数の発光素子に流れる電流を検出可能に構成された検出部28d、28dを具備
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している。第１の発光回路26aに設けられた検出部28dと第２の発光回路26bに設けられた
検出部28ｄとは互いに電流が流れないように構成されて信号処理部23bに接続される。
【００３４】
　信号処理部23bは、切替部23cを出力系統を切り替えるとともに、消灯中の発光回路側に
設けられた検出部28dによって、点灯中の発光素子の光出力を検出することができる。こ
れによって、検出部28dと信号処理部23bとでフィードバックループが形成され、点灯中の
発光素子をフィードバック制御することができる。また、第１の発光回路26aと第２の発
光回路26bとを交互に切り替えるとともにフィードバック制御を行うことで、混色光につ
いてフィードバック制御を行うことができる。例えば、所望の色温度となるようにそれぞ
れの系統の点灯時間を変えるように切替部23cを切り替えてもよいし、それぞれの点灯電
力の出力を制御するようにしてもよいし、これらを組み合わせてもよい。
【００３５】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【００３６】
　11　　照明装置
　13　　直管形ランプ
　14a、14b 　ソケット
　15　　制御装置
　20　　カバー
　21　　発光ユニット
　22a 　口金としての第１の口金
　22b 　口金としての第２の口金
23　　制御部
23b　 信号処理部
23c　 切替部
　26a 　第１の発光回路
　26b 　第２の発光回路
　27a 　第１の発光素子
　27b 　第２の発光素子
　32　　端子としてのランプピン
  28ｄ  検出部
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